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ｌ特殊勤務実績簿（別紙、特殊勤務手当の運用について第７条第２項関係）

特殊勤務実績簿は、特殊勤務手当の支給の根拠となるものであり、適正な取

扱いをすること．

（１）多学年学級担当手当、添削手当、用地交渉手当、教育業務連絡指導手当、特

殊教育鯖学校部主事手当、高所作業手当及び有害毒薬物取扱手当に係る特殊勤

務実績簿は、別配橡式のとおりとする．

（２）教員特殊業務手当に係る特殊勤務実績簿は、現行の教員特殊業務整理簿によ
るものとする．

（３）実施期日

平成１．０年１月１日から実施する．
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１０年１ 鴬
各市町村（学校組合）教育長梯

２特殊教育諸学校部主亭手当の取扱い（県立学校関係）

支給方法が月額から日額に改正されたことに伴い、次の点に留意してください．
（１）支給対象

盲学校、ろう学校及び養護学校の教臓のうち、次に掲げる部主事の職務を担当
する教愉であること．
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特殊勤務手当の取扱いについて（通知） Ｐ･討凸-｡一一一一②一句戸⑧●ー

こ の た び、「公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（平成９年

高知県条例第４２号）」が平成９年１０月２１日付けで公布され、これに伴い特殊

勤務手当に関する人事委員会規則及び単純な労務に雇用される一般職に属する職員

の特殊勤務手当の就業規則が別紙のとおり改正されました。

つきましては、平成１０年１月１日からの特殊勤務手当の取扱いについては、別

紙特殊勤務手当の運用について（平成９年１２月１９日付け９高人委第194号高知県人事委

員会委貝長通知）及び下肥事項に留意し、その内容を所属職員に知らせるとともに、

適正な取扱いをしてください．

なお、上記の改正条例は平成９年１０月２１日付け高知県公報第8000号に、規則

及び就業規則は平成９年１２月１９日付け高知県公報号外第４１号に登戦されてい
ます．
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支給の対象

高知県立学校の管理運営に関

する規則（昭和３５年高知県教

育委員会規則第８号）第９条

の規定により、盲学校、ろう

学校又は養渡学校の各部に価

かれる主事の職務を担当する

教輸が、当蕨各部の主事の職
務に従事したとき．

区分

小学部主事

中学 部 主 事

高等部主事

金額 備考

３学級未満の部に置

日額270円 かれるものには、支

給しない．

(2)支給の範囲及び要件

ア上記の部主事の職務を担当する教輸が、その担当に係る業務に従事したとき
に特殊教育賭学校部主事手当を支給することとしたこと．

イ手当支給の対象となる部主事の職務を担当する教輸（以下『手当支給部主事
である敦輸」という．）が、その所属する学校に登校し現に勤務した日につい
ては、その教翰は当該業務に従事したものとみなして手当を支給して差し支え
ないこと．（その勤務が宿日直勤務である場合を除く．）

ウいわゆる夏休み、冬休み等児童又は生徒に対する授業等を休業している期間
に登校し勤務した日又は週休日、休日等に特に勤務を命ぜられて勤務した日に
ついても手当を支給して差し支えないこと．（その勤務が宿日直勤務である場
合を除く．）

・エ手当支給部主事である教餓が、その所属する学校に登校しない場合であって
も、次の場合は手当を支給して差し支えないこと．

（ｱ）あらかじめ校長等の指示を受け、関係菅署との連絡その他公務上の必要に
より終日校外で勤務する場合

（ｲ）研修等の受購を命ぜられ、当骸命令に基づき特定の研修施設等で受購する
場合

（ｳ）命令に基づき出躯している場合（その出頭が外国出弧、国内留学等特別の
ものである場合を除く．）

オ手当支給部主事である教餓が登校し、その日の勤務時間の一部を勤務した後
に年次有給休暇等を承腿され、その日の以後の勤務時間を勤務しなかった場合
においても、その日の勤務に対して手当を支給できること．

力手当支給部主事である教輸が､教育公務員特例法第２０条第２項の規定に基づき、
所属長の承認を受けて行ういわゆる自宅研修のため登校しない場合は、その日
は手当を支給することができないこと．

(3)手当額

業務に従事した日１日につき２７０円であること．
(4)手当の鯖求方法

１の特殊勤務実績簿に基づいて、給与システムの月例報告により当骸業務に
従事した日数を入力すること．

なお、具体的な月例報告の方法については、別途骸当校に連絡する予定．
(5)実施期日

平成１０年１月１日から実施する．

●
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３添付質料

（１）特殊勤務実統徳（別記梯式及び妃入例）

（２）職員の給与等に関する規則の一部を改正する規則（抜粋）

（３）単純な労務に雇用される一般職に属する職員の特殊勤務手当の支給等に関す

る就業規則の一部を改正する戟業規則（抜粋）

（４）特殊勤務手当の運用について（平成９年１２月１９日付け９高人委第１９４

号高知県人事委員会委員長通知） (抜粋）

(5)特殊勤務手当改正一覧

●
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この整理簿は、所属職員の教員特殊業務手当以外の特殊勤務手当の支給対象となるものについて、当該手当の支給に必要な事務の整理をするものであるごと．
「業務の内容」欄は、職員が従事した業務について、簡潔に記戦すること．
「従事時間又は従事した日数』欄は、１時間当たりの支給金額の定めのある特殊勤務手当（面接指導手当）については、左欄に従事した終始の時刻を、右梱に
はそのうち手当支給の対象となる時間を記入し、多学年学級担当手当、教育業務連絡指導手当及び特殊教育諸学校部主事手当については、その月に係る総従事
日数を右欄に記入すること．

●1.

この整理簿に基づき特殊勤務手当を支給することとなった場合は、その額を備考楓に記入すること．
多学年学級担当手当、教育業務連絡指導手当及び特殊教育諸学校部主事手当については、当該手当のその月に係る従事日数をまとめて記入することとし月例報
告までに、所属長の確湧を受けること．

，
別記棟式（第７条関係） 年月分特殊勤務実績簿

富

１
２
３

４
５

妃 人安冠ｑ寺

学校名

日 曜 職名 氏名

０§スｌｉネヨ

厨月月

、

ヌＯ３Ｘｉｉ

ロボヨ肴
、

手当の名称 業務の内容 ､従事時間
又は

従事した日数

従事場所 備 考



別記機式（第７条関係）

日 曜 職名 氏名

1２ 月 教輸 佐藤一郎

1３ 火 教輸 佐蔑一郎

１４ 水 教諭 佐藤一郎

1４ 水 主幹 佐藤興一

１３ 火 技師 田中一郎

１４ 水 主任” 田中二郎

教輸 山本一郎

教飴 山川次郎

教翰 田中太郎

菖己 ン尽 倭Ｕ

平成１０年１月分・特殊勤務実績簿

尋′

６ウＸｌｉホヨ

Ｎ ｐ§
＄

橋本

橋本

橋本

橋本

橋本

橋本

橋本

橋本

橋本

２９§Ｘｕ
Ｒポヨゼ

、

佐麗

佐藤

佐薗

佐 藤

田中

田中

山本

山 川

田中

手当の名称

測稽

(ﾚﾎ゙ ﾄー闇幹ﾖ）

闘穏

(ﾚﾎ゙ ﾄー協幹§）

（撫勤

､鮫群§

話牒穏

鯛#鞠晦§

群報鴎稽

鮪期鵡篤穏

侍馳鯖識I主幹§

業務の内容

添削３０通

添削２０通

面接指導２時間

進入路拡帽に伴う用地取得交渉

桧の枝打ち作業

(有害農薬の名称を記戟)を散布

1年生及び２年生担当

教塞主任

小学校部主事

従事時間
又ｌま

従事した日数

13.30

～１５．３０ ２．００

１８日

１８日

１８日

学校名

従事場所 備考

学校

150円×50通

学校 ＝7,500円

1,840円×２時間

学校 ＝3,680円

ＯＯ市

××地区 580円

学校林 320円

学校農園 290円

学校 290円×18日
＝5,220円

学校 200円×18日
＝3.600円

学．,、校 270円×１８日

＝4,860円
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職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
叛
側
を
こ
こ
に
公
荊
す
そ

平
成
九
年
十
二
月
十
九
日

高
知
県
人
事
委
員
会
委
員
長
上
谷
定
生

高
知
県
人
享
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号

職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
・

駐
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
高
知
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一

甑
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
中
「
給
料
月
額
に
対
す
る
支
給
割
合
又
は
月
額
の
定
め
に
よ
る
特
殊
勤
務
手
当

（
別
表
第
十
五
、
別
表
第
‘
エ
ハ
及
び
別
表
第
三
十
一
の
手
当
を
除
く
。
）
」
、
「
（
区
分
の
一
及
び
三
の
手
当

を
除
く
。
）
」
及
び
三
の
項
を
削
り
、
四
の
項
を
三
の
項
と
し
、
五
の
項
を
四
の
項
と
し
、
六
の
項
を
五

の
項
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
別
表
第
五
十
一
ま
で
」
を
「
別
表
第
三
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
か
ら
第

七
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
（
教
員
特
殊
業
務
手
当
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
里
ハ
項
と
し
、

同
項
の
前
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４
日
額
の
定
め
の
あ
る
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
の
基
礎
と
な
る
日
数
は
、
暦
日
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

５
－
時
間
当
た
り
の
支
給
金
額
の
定
め
の
あ
る
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
の
基
礎
と
な
る
時
間
数
は
、

そ
の
月
の
当
該
特
殊
勤
務
手
当
に
係
る
勤
務
に
従
郡
し
た
時
間
数
を
支
給
金
額
の
異
な
る
区
分
ご
と

に
合
計
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
時
間
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の

蝋
数
が
三
十
分
以
上
の
と
き
は
一
時
間
と
し
、
三
十
分
未
満
の
と
き
は
切
り
捨
て
る
。

第
七
条
中
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
同
じ
日
（
一
時
間
当
た
り
の
支
給
金
額
の
定
め
の
あ

る
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、
同
じ
時
間
）
」
を
「
日
額
の
定
め
の
あ
る
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

は
同
じ
日
に
、
一
時
間
当
た
り
の
支
給
金
額
の
定
め
の
あ
る
特
殊
勤
務
手
当
侭
つ
い
て
は
同
じ
時
Ⅲ
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
特
殊
勤
務
手
当
は
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
命
権
者
が
作
成
す
る
特
殊
勤

務
実
績
簿
に
基
づ
く
職
員
の
勤
務
の
実
緬
に
従
い
、
当
該
勤
務
に
従
事
し
た
職
員
に
対
し
、
支
給
す

第
八
条
第
四
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を

第
四
号
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
次
の
表
の
上
欄
」
を
「
別
表
第
四
の
勤
務
箇
所
欄
」
に
、
「
中
欄
』
を
「
職
員

棚
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
表
の
上
棚
に
掲
げ
る
」
及
び
「
同
表
の
中

棚
の
」
を
削
り
、
「
同
表
の
下
欄
」
を
「
別
表
第
五
」
に
、
「
前
項
の
表
の
下
欄
」
を
「
別
表
第
四
の
調

整
数
欄
」
に
改
め
、
同
項
の
衷
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
給
料
の
調
整
額
を
受
け
る
職
員
に
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
特
殊
勤
務
手
当
は
支
給
し
な

一
回
転
翼
航
空
接
に
搭
乗
す
る
駿
員
の
特
殊
勤
務
手
当

二
夜
間
に
病
棟
に
お
い
て
勤
務
す
る
看
護
婦
等
で
あ
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

三
非
常
災
害
時
等
の
緊
急
業
務
、
修
学
旅
行
、
林
間
・
臨
海
学
校
等
に
お
け
る
指
導
業
務
、
対
外

運
動
競
技
等
に
お
け
る
指
導
業
務
、
学
校
の
管
理
下
に
行
わ
れ
る
部
活
動
の
指
導
業
務
及
び
入
学

賦
験
に
お
け
る
監
督
等
の
薬
務
に
従
事
し
た
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

四
主
任
等
の
蔵
務
を
行
う
職
員
で
教
務
そ
の
他
の
教
育
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
の
連
絡
飼
整
及

び
指
導
・
助
言
に
当
た
る
も
の
の
特
殊
勤
務
手
当
並
び
に
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
硬
学
校
の

各
部
の
主
事
の
駿
務
を
行
う
駿
員
の
特
殊
勤
務
手
当

五
銃
器
犯
罪
に
お
け
る
犯
人
の
逮
捕
等
の
作
業
に
従
邸
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

六
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
箇
所
又
は
そ
の
周
辺
に
お
け
る
災
害
警
備
、
遭
難
救
助
等
の
作
業
に

従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

七
死
体
処
理
の
作
業
に
従
事
す
る
駿
員
の
特
殊
勤
務
手
当
（
警
察
磯
員
の
条
例
第
十
三
条
第
二
項

第
十
七
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

八
正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
と
し
て
又
は
緊
急
の
呼
出
し
に
よ
り
夜
間
に
お
け
る
集
務
に
従

事
す
る
段
員
の
特
殊
勤
務
手
当

九
潜
水
の
作
粟
に
従
事
す
る
喰
員
の
特
殊
勤
務
手
当
（
警
察
駿
員
の
条
例
第
十
三
条
第
二
項
第
十

九
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

る
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２通僧教育の添削を担任する議員の特殊勤務手当（添削手当）

別表第２（節７条関係）公立学校職風の条例の適用を受ける職員の特殊勤務手当

１小学校又は中学校において多学年学級を担当する職員の特殊勤務手当（多学年学級担当手当）

綱

●

御

３県立学校の学佼事務の業務に従事することを本務とする職員が用地交渉の業務に従事した場合の特殊勤務手当（用

地交渉手当）

蚤静合の対象 区分 金 額 備考

獄員が、本

務以外に通

信教育の添

削に関する

指導に従事

したとき。

１レポ

一卜指

導手当

２ 雄
》

当

1通につき

150円

1時間

1,840円

１区分欄の「レポート指導手当」とは、提出

されたレポートの添削指導に対する手当とす

る。

２区分欄の「面接指導手当」とは、レポート

の添削指導以外の指導で面接による指導に対

する手当とする。

３金額欄の１時間とは、教育課程表による１

時間とする。

支 給の対象 金額

県立学校の識交事務の業務に従事することを本務とする駁員が、県

立学校の用地等に供するため、土地又は土地の上にある立木若しく

Iま建物その他土地に定着する物件及びこれらに係る権利の取得又は

使用に伴う補償に関し、出張して現地で、所有者又は権利者（国、

地方公共団体その他公共的団体を除く｡）と直接交渉する業務又は

代執行の業務に従事したとき。

日額580円

支給の対象 区分 金額 備考

2以上の学年の児童叉は

生徒で編成されている学

級（以下この表の１の表

において「多勢＝学級」

という｡）を担当する教

歯、助教輸又は購師が、

多学雫験級における授業

又は指導に従事したとき‘

(1)３以上の

自奔の児童

又は生徒で

編成されて

いる学級

(2)２の笥鐸

の児童又は

生徒で編成

されている

学級

日額350円

日額290円

この手当は、次のいずれか

に該当する職員には支給しな

い ｡

１多学年学級における担当

授菜時間数がその議員の担

当授業時間数の２分の１に

満たない戦員

２多学年学級における担当

授菜時間数が１週間につき

12時間に満たない蔵員



、

４非常災害時等の緊急業務､修学旅行、林間･瞳海講交等における指導柔務､対外運動霞技等における指導業務､学校の管理下に行われる甑活動の指導業務及び入学試験にお

ける監督等の粟務に従事した職員の特殊勤務手当（教員特殊薬務手当）

Ｐ

富

蛍Ｘはを引嘩 郵翻

鐸
魂

るとき。

纂墓：
職給料表又

Iま高等学校

等教育職給

料表の１級

又は２級の

適用を受け

に褐

が、

げる業務に

従事し、か

つ、要件欄

に定める要

件に該当す

支給の対象 区 分 金額

要件

週休日等

週休日等以外の

土曜日又はこれ

に相当する日

その他の日

(1)非常災害時における児

童若しくは生徒の保蓮又

は緊急の防災若しくは復

旧の業務

日額2.100円

(2)児璽又は生徒の負傷、

疾病等に伴う救急の梁務

日額1.500円

対する 日額1,500円



備考１

２

３

３人事委員会が定める対外運

竃鐘技等において児童又は生

徒を引率して行う指導業務で

宿泊を伴うもの又は週休日等

に行うもの

肴

(1)宿泊を

伴うもの

(2)週休日

等に行う

もの

４入講式験における受験生の監督､採点又

は合否判定の業務で週休日等又は超休日等

以外の土曜日若しくはこれに相当する日に

行うもの

５学校の管理下において行われる部活動

(正規の教育課程としてのクラブ活動に準ず

る活動で任命楢者が定めたものをいう｡）に

おける児童又は生徒に対する指導業務で週休

日等又は週休日等以外の土曜日若しくはこれ

に相当する日に行うもの．

日額1,700円

日額1,700円

日額900円

日額1.200円

１終日に及ぶ

程度（日中８

時間程度)業

務に従事した

こと。

２１と同程度

の業務に従事

したとき。

引き続き４時間

程度業務に従事

したとき。

１正規の勤務

時間以外の時

間のうち、午

後零時30分か

ら午後８時ま

で業務に従事

したこと。

２１と同程度

の業務に従事

したとき。

正規の勤務時間

以外の時間にお

いて引き続き４

時間程度業務に

従事したとき。

胃

0

｢週休日等｣とは、週休日、祝日法による休日等及び年末年始の休日等並びに第6条の６第３項に規定する人事委員会が指定する日をいう。

｢週休日等以外の土畷日又はこれに相当する日」の正規の蘭鵬時間とは、午前8時30分から午後零時30分までの時間を基準とする。。

｢その他の日」の正規の勤務時間とは､午前８時30分から午後５時15分までの時間を基準とする。

（●



校又は養護学校の各蕗の主亭の畿務を行う函の特殊勤務手当(特殊教育諸学校部主事手当）
（１）教 育案 葛側 醗指導手当．

(2)特殊教育諸誤錦8主事手当

曽 冨
５主任等の職務を行う唆員で教務その他の教育に関する案務についての麹&閏整及[端導･助言に当たるものの特殊9膳手当（教育粟W臓醗指導手当）並びに盲学佼、ろう学

支 給の対象 金額 備考

高畑R立学校の管理運営に関する規則第９条の規定により、盲学校、ろう学校又は養痩

学校の各邸に匿かれる主亭の駿務を担当する鞍mhが、当該各認の主事の噴務に従事した

とき。

日額270円 ３学級未洩の節に低かれ

るものには劃念しない。

支給の対象 区分 金額 備考

》

》
躍
睡
高
は
識

》
》
》
唖

ｌ高知県公立Al均鮫及び中学校の管理

運営の基準に関する規則(昭和35尋５

緬貝教育委員会規則第９号)第7条の

２から第９条までに規定する基準に基

づき画かれる主任等で区分棚に掲げる

ものの駐務を担当する教輸が､当該担

当に係る段務に従事したとき。

２高鋤県立学校の笹理運営に関する規

則（昭和35年高知県教育委員会規則第

８号）第９条の２から第10条の６まで

の規定により置かれる主任等で区分国

に掲げるものの喧務を担当する教翰が‘

当該担当に係る駿務に従車したとき。

小学校

中学校等

皇麓
び

教務主任

学年主任

研究主任

分校主任

同和教育主任

教務主任

学年主任

研究主任

同和教育主任

生徒措導主事

同和教育主任

教務主任

学年主任

生徒指導主事

進路指導主事

学科主任

総務主任

農増長

研究主任

寮務主任

日額200円 この手当は、次のいずれかに該当

するものには支給しない。

(1)３学綬未浅の与鮫に丘かれる

生徒指導主事､進路指導主事、

学科主任､農場長及び寮務宇仔

(2)３学暖未溺の９壁Fに置かれる

学F主任

(3)上璽1吸び12)に定めるものの

ほか､任命楢者の定める基単に

該当し雄いもの



は
、
平
成
十
年
一
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一
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か
ら
施
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す
る
．

新

（
趣
旨
）

霊
一
条
こ
の
就
栗
規
悶
は
、
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
一
般
蔵
に
風
す
る
職
貝

の
給
与
の
種
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に
図
す
る
条
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和
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十
二
年
高
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条
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六
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『
条
例
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二
条
に
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す
る
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で
あ
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て
、
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す
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（
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の
条
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三
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に
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す
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務
手
当
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等
に
つ
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て
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め
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も
の
と
す
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高
所
等
に
お
け
る
作
婁
に
従
事
す
る
職
貝
の
特
殊
勤
獲
手
当
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謡
二
条
高
知
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管
理
事
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又
は
農
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す
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を
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す
る
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に
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務
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上
十
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足
場
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又
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面
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性
が
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作
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に
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事
す
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貝
に
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特
殊
助
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手
当
を
支
給
す
る
。

２
前
項
の
特
殊
勤
務
手
当
は
．
そ
の
作
粟
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
二
十

円
と
し
、
そ
の
支
給
の
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圃
貝
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給
与
に
関
す
る
条
例
（
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高
知
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条
例
毎
三
十
四
号
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錨
二
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に
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定
す
る
職
貝
（
以
下
『
一
敗
載
貝
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と

い
う
。
）
の
例
に
よ
る
．

（
有
害
農
薬
の
使
用
作
菓
に
従
事
す
る
轍
貝
の
特
殊
勤
務
手
当
）

鏑
三
条
高
知
城
管
理
事
漉
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又
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県
立
高
等
学
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務
し
、
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物
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び
劇
物
取

締
法
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五
年
法
律
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百
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号
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第
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一
項
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び
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項
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定
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諦
舗
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潔
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鰯
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を
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す
る
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粟
に
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す
る
鳳
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に
は

２
前
項
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特
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勤
務
手
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は
．
そ
の
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に
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し
た
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に
つ
き
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百
九
十

円
と
し
、
そ
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給
の
方
法
は
．
一
般
畷
貝
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
特
殊
勤
務
手
当
）

鋼
四
劃
‐
こ
の
●
唾
棄
規
則
に
規
定
す
る
特
殊
動
膳
手
当
以
外
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支

給
を
受
け
る
者
の
箆
囲
、
手
当
の
額
及
び
支
給
の
方
法
は
、
一
段
蔵
貝
の
例
に
よ

る
。

●0今

に
よ
る
改
正
後
の
単
純
な
労
務
に
肩
用
さ
れ
る
一
般
職
に
風
す
る
職
貝
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
就
薬

平
成
十
年
一
月
一
日
以
後
の
勤
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
遼
用
し
．
同
日
前
の
勤
路
に
係
る
特
殊

に
つ
い
て
は
．
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
．

電
観
改
正
附
則

（
施
行
館
日
）

ｌ
こ
の
戯
菓
規
則

（
経
過
措
■
）

２
こ
の
就
纂
短
則

規
則
の
鍾
定
は
、

勤
務
手
当
の
支
給

＆
労
務
に
面
用
さ
れ
る
般
圃
Ｌ
屑
す
る
■
貝
の
特
殊
勘
髄
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
戯
要
姐
則
斬
日
対
阿
衷

旧
・

（
趣
旨
）

第
一
条
こ
の
就
業
規
則
は
、
単
純
な
労
務
に
届
用
さ
れ
る
一
般
職
に
風
す
る
厘
貝
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基
準
に
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す
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例
（
昭
和
三
十
二
年
高
知
県
条
例
第
五
十

六
号
。
以
下
『
条
例
』
と
い
う
。
）
霧
二
条
に
規
定
す
る
息
貝
で
あ
っ
て
、
高
知

県
軟
育
委
貝
会
に
風
す
る
も
の
（
以
下
『
職
貝
』
と
い
う
。
）
の
条
例
箆
三
条
第

一
項
鏑
三
号
に
規
定
す
る
特
殊
勘
濫
手
当
の
支
給
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。（

高
所
等
に
お
け
る
作
婁
に
従
事
す
る
厩
貝
の
特
殊
勤
務
手
当
）

第
二
条
高
知
輪
曾
理
事
稽
所
又
は
良
薬
に
関
す
る
学
科
を
設
低
す
る
県
立
寅
等
学

校
に
勘
務
し
．
地
上
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
足
喝
の
不
安
定
な
箇
所
又
は
四
十
度
以

上
の
斜
面
上
で
危
険
性
が
特
に
薯
し
い
作
栗
に
従
事
す
る
唾
貝
に
は
、
特
殊
勘
務

手
当
を
支
給
す
る
。

２
前
項
の
特
殊
勤
務
手
当
は
、
そ
の
作
粟
に
従
事
し
た
日
一
日
に
っ
倉
三
百
二
十

円
と
し
．
そ
の
支
給
の
方
法
は
．
職
貝
の
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に
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す
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す
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の
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。
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に
従
事
す
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騒
貝
の
特
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手
当
）
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知
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又
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す
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す
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勤
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す
る
。

２
前
項
の
特
殊
勤
務
手
当
は
ｐ
そ
の
作
票
に
従
事
し
た
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し
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狩泳郵識手当の運用について（平成９年１２月１９日付け９高人委第194号高知県人事委員会
委員長通知）（抜粋）

９高人委第１９４号
平成９年１２月１９日

各任命梅者様

高知県人事委員会
委員長上谷定生

特殊勤務手当の運用について（通知）

職員の給与の支給等に関する規則（昭和31年高知県人事委員会規則第３号）に規定する

特殊勤務手当の運用について、下記のように定めたので、平成10年１月１日以降はこれに

、よって実施してください。

榊に舗殻騨撰欝蹴歎繍:繍鰯鷲繍麓
の運用について）は、廃止します。

記

第７条第２項関係

特殊勤務実綬簿には、特殊勤務手当の．名称、作業に従事した職員の氏名、作業に従率

した年月日、作業の内容その他必要事項を記戦するものとし、その様式は各任命櫓者に

おいて定めるものとする。

御

第７条第４項関係

日額の定めのある特殊勤務手当の支給対象業務（作業）に、午前０時をはさんで連続

して従事した場合には、午前０時の前後をそれぞれ「１日」として手当額を計算するも

のとする。

別表第２（公立学校職風の条例の適用を受ける職員の特殊勤務手当）関係

１用地交渉手当（別表第２の３）の適用に当たっては、この通知の別表第１関係の１９

の規定を準用するものとする。

別表第１関係

１９用地交渉手当(別表第１の27)における次の各号に掲げる事項は、当該各号に定める

ところによるものとする。

（１）「所有者又は根利者」には、所有者又は権利者から正規の委任を受けている者を

含むものとする。

（２）「交渉」は、具体的な計画に基づく用地取得等の交渉とし、単なる脱明会その他

具体的な計画の樹立に至るまでの瀬踏み的な予備的交渉は含まないものとする。

（３）「公共的団体」とは、公社、公団等国又は地方公共団体に準ずる団体をいう。
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２教員特殊業務手当（別表第２の４）における次の各号に掲げる事項については、当

該各号に掲げるところによるものとする。

（１）「非常災害」とは、暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波その他の異常な

自然現象による災害又は大規模な火事若しくは爆発、列車転覆若しくは船舶の沈没：

その他その及ぼす被害の程度がこれらに類する事故による災害をいう。

（２）「緊急の防災若しくは復旧の業務」とは、非常災害が急迫した状憩において行な

うこれに備えての迦備の業務又は災害直後の復旧の業務で、その日において急ぎ処

理することを必要とするものをいう。

（３）「負傷、疾病等」には、例えば極度の肉体的疲労が含まれる。

（４）「修学旅行、林間・臨海学校等」の「等」とは、いわゆる移動教室、スキー学校

など修学旅行又は林間・臨海学校と類似した行事をいう｡．

（５）「泊を伴うもの」には、２日以上の旅行の最終日における指導業務を含む。

（６）「人事委員会が定める対外運動競技等」は、次のア及びイに掲げる要件に該当す

るものであって、任命樋者が定めたものとする。

アその運動競技等が国若しくは地方公共団体の開脳するもの又は市、郡若しくは

これと同等以上の区域を単位とする学校体育団体若しくは教育研究団体の開催す

るものであること。

イその運動競技等への参加が学校教育活動として、学校により直接計画・実施さ

れ行われるものであること。

《7）「対外運動競技等」には、例えば音楽コンクール及び演劇コンクールが含まれる。

（８）「学校の管理下において行われる」とは、学校における教育活動の一部としてそ

の管理の下に行われることをいう。

．（９）「児童又は生徒に対する指導業務」とは、あらかじめその部活動の指導を担当す

ることとされている教員が、当該担当に係る部活動において児童又は生徒を直接指

導する業務をいう。なお、この指導業務には部活動の一部とじて行われる対外運動

競技等において児童又は生徒を引率して行う指導業務（対外運動競技等における指

導業務で泊を伴うものを除く。）を含むものとする。

（10）「学校体育団体」とは、「高知県中学校体育連盟」、「幡多地区中学体育連盟」、

「高知県高等学校体育連盟」、「高知県高等学校野球連盟」等をいう。

（11）「教育研究団体」とは、「高知県高等学校音楽連盟」、「四国高等学校タイプラ

イティング連盟」、「高知県高等学校家庭クラブ連盟」等をいう。

（12）地方公共団体が開催する競技会等にあっては、町又は村単位のものも該当するが、

学校体育団体又は教育研究団体が開催する競技会等にあっては、市郡以上の区域を

単位とする団体が開催するものに限るものとする。

なお、これら団体が開催する競技会等に限られるので、これら団体が他の団体と

共催する場合は骸当するが、後援のみで主催団体にならない場合は該当しないもの

とする。．
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(13）競技会等への参加が学校により直接計画・実施されるものに限られるので、例え

ば国民体育大会への参加が学校教育活動として行われる場合は該当するが、逓抜チ

ームに生徒が個人として参加する場合又は個人競技に生徒が単独に参加する場合の

ようにその参加が社会体育の領域になる場合は該当しないものとする。

(14）美術展覧会や書道展覧会のように児童又は生徒の作品のみの渦合であっても、そ

の展覧会の見学等が学校教育活動として行われる場合は、競技会等への参加に該当

するものとする。

(15）児童又は生徒を引率して行う業務に従事する職員数は任命梅者が定めた基準によ

るものとする。

(16）「週休日（公立学校職員の勤務時,間、休日及び休暇に関する条例（平成６年高知

県条例第46号。以下「公立学校職員の勤務時間条例」という。）第４条第１項に規

定する週休日。以下同じ。）」に業務に従事した溺合でも勤務の割振変更で、その

日が勤務日等（公立学校職員の勤務時間条例第４条第２項、第５条又は第６条の規

定により勤務時間が割り振られた日）となっている場合には「週休日｣には該当し

ないものとする。
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(一般職風）

０
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(公立学校職風）

狐 別 行現 改 正 .
実習船雰手当 0実習船手当８％

@漁捜奨励手当

@特別奨励手当

0廃止

・鯛整数３（服､細熊）

・調整数２（約伽鰍）

､廃止
､廃止

多学年学級担当手当 ･多学年学級の授業又は指導
・日額350円(3群M上）

・日額290円(3稗繍）

･現行どおり

特殊教育諸学校躯務諒
手当

･学校瓶務沸に従郡する学校

栄毅職jNl及び邪務職jil

・月額5.800円

･廃止

綱師手当 ・本務以外の授業、その刑助

業務

・１時間１．８４０円

･廃止

添削手当 ・本務以外の通循教育の添削

0ﾚﾎﾞｰﾄ指導手当１通150円

@面接指導手当ｌ卵1,840円

､通信指導手当月額600円

0現行どおり

@現行どおり
@廃止

夜間学校駆務手当 ・県立学校の夜Ⅲ業務

・月額4,400円

・廃止

用地交渉手 当 ･用地交渉業務

・日額580円

･現行どおり

教員特殊業務手当 ・非術災害時諌の緊怠業務謙
０鵬急業務群日額1.500円～

@修学旅行謙
@対外迦励競技
0入学賦験
@部活動

2,100円

１
１
ｌ

額
額
額
額

日
日
日
日

700

700

900

200

円
円
円
円

･現行どおり

教育業務迎絡指導手当 ･主任等の職務を行う職員
・日額200円

･現行どおり

特殊教育猪学校部主砺
手当

・各部の主率の職務に従躯す

る教諭

・月額6.000円

・月額廃止

・日額270円

高所作業手当 ・１０ｍ以上の高所での作業

・日額320円

・現行どおり

有害涯襲物取扱手当 有審腿薬を仙用する作難
日額290円

・現行どおり

温室内作業手当 温室内栽培作業
日額290円

ｄ廃止

夜間学校勤務手当 県立学校の夜間業務

月額4,400円

・廃止

特殊教育賭学校鋤務手
当

月額5,800円

･月額10,700円(躯･鮒胸雛伽
州鋤）

･廃止

･洲整数１


